
1 募集人数

定員　１５７名

推薦に基づく選抜（一般） ４８名

分割前期募集 ８５名

分割後期募集 ２４名

2 入試日程

出願（入力期間）

小論文・面接（個人） １月２６日（金）・２７日（土）

２月２日（金）
入学手続 ２月２日（金）・２月５日（月）

出願（入力期間）

小論文・面接（個人） ２月２１日（水）、２２日（木）

３月１日（金）
入学手続 ３月１日（金）・４日（月）

願書受付 令和６年３月６日（水）

小論文・面接（個人） ３月９日（土）

３月１４日（木）
３月１４日（木）・１５日（金）

 

3 合否の決定
総合得点で合格者を決定します。

分　割　前　期　募　集

分　割　後　期　募　集

推

薦
に

基
づ

く

選

抜

令和５年１２月２０日（水）から令和６年１月１８日（木）
※志願者個人が、インターネット出願を行う

合格発表

分

割

前

期

募
集

令和５年１２月２０日（水）から令和６年２月６日（火）
※志願者個人が、インターネット出願を行う

合格発表

分
割
後

期

募
集

※志願者個人が、願書等を持参する

合格発表
入学手続

推薦に基づく選抜（一般）
調査書 個人面接 小論文 合計

３００点 ４００点 ３００点 １０００点

合計

３００点 ４００点 ２００点 ９００点

令和６年度　蒲田高校入学者選抜について

調査書 個人面接 小論文



4 選抜方法【推薦に基づく選抜・分割前期募集・分割後期募集】

① 調査書点 満点：２４３点

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅰ Ⅱ Ⅲ
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Ａ 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9

Ｂ 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

Ｃ 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

② 面接（個人）

③ 小論文 出題内容に対し、設問に５０分で５００字程度で答えます（※あくまでも目安です）。

5 本校の期待する生徒の姿
　

「自己PRカード」に即して２分間程度の「自己PRスピーチ」があります。蒲田高校へ入りたいという

気持ちや高校生活への期待と決意、自分の得意なことをアピールしてください。

自己PRスピーチでは原稿を読むことはできません。

　　本校はエンカレッジスクールとして、「中学校時代までに力を発揮できなくて学び直したい」「自分をもっと鍛えて伸ばした
い」「可能性を広げたい」という意欲ある生徒を勇気付け応援します。そのため、３０分授業と朝学習、反復学習による「基礎

学力の定着」、厳しい生活指導による「規範意識の育成」、多様な体験学習による「自己再発見」、地域活動による「自己有

用性の認識」等特色ある教育を推進します。このことをよく理解して主体的に学習に取り組み、下記の項目に該当する生徒

の入学を期待します。

１　授業に真面目に取り組み、学力を身に付け、更に伸びようとする生徒
２　規律ある学校生活を目指し、本校の生活指導の意義を理解してルールを守ることができる生徒
３　体験学習で新たな自分の可能性を高め、宿泊的行事で勤労と社会性を学び、その成果を自分の将来に活用できる生徒

４　学校に誇りをもって、学校行事、生徒会活動、委員会活動、部活動に積極的に取り組むことができる生徒
５　身に付けた知識・技術・能力を生かし、ボランティア活動や地域貢献をする生徒

※ 特に推薦選抜においては、規律ある学校生活を目指し、授業や部活動に真面目に取り組む意欲に秀(ひい)でた生徒が

望ましい。

観点別学習状況の評価を用います。Ａ，Ｂ，Ｃそれぞれ合計した点数を比例換算します。

国　　語 社　　会 数　　学 理　　科 音　　楽 美　　術 保健体育 技術・家庭 外国語（英語）


